
 

 

 

 

 

令和６年 第１回 蕨市教育委員会（定例会） 会議録 
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招 集 期 日 令和６年１月２２日（月） 

場 所 蕨市役所 ５階 第一・第二委員会室 

開閉の時間 午後２時から午後２時１３分まで 

議 長 松 本 隆 男 教育長 

出 席 委 員 １番 萩 原 敏 行 委員 ３番 尾 方 香 里 委員  

    

議事参与者 
教育部長 

        渡 部 幸 代 

教育部次長・学校教育課長 

        小 山 晃 弘 

教育部次長・生涯学習スポーツ課長

加 納 克 彦 

 
教育部副参事・学校給食センター所長 

        石 丸 岳 広 

教育総務課長 

        田 中 昌 継 

中央公民館長 

鈴 木 啓 文 

 
図書館長 

佐 藤 昌 史 

教育総務課長補佐 

庄 野 将 人 

生涯学習スポーツ課長補佐 

小 柴 晴 香 

 
東公民館長 

岡 本 啓太郎 

西公民館長 

荒 川 恵 子 

南公民館長 

萬 年 祐 次 

 
北町公民館長 

桑 島 勝 彦 

下蕨公民館長 

小 川 有紀子 

旭町公民館長（指定管理者） 

黒 澤 美和子 

    

    

書  記 教育総務課庶務係長 瀬 口 正 浩 
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 会 議 事 件 名 議               事 

 

 

 開会宣言された後、前回の会議録の承認が行われ、直ちに報告に入る。 

 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

進 

 

 

 

行 
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報告１ 

令和５年度蕨市内児童生徒の「新体

力テスト」の結果について 

 

令和 5 年度蕨市内児童生徒の「新体力テスト」の結果については、市内平均値と県平

均値を比較すると、県平均値を上回る項目数がわずかに増加した。昨年度は県平均値を

上回る項目数が減少したので、回復の傾向にある。なお、今年度と昨年度の本市を比べ

ると、昨年度より項目数が増えているので、引き続き各校の実態に応じた取り組みを続

けてまいりたい。 

 また、総合的な結果においては、中学校は全国及び県の結果を上回っているが、小学

校においては昨年度と同様で、全国を上回るものの県の結果より低い数値となった。毎

年各校において体力向上推進委員を中心に、自校の体力課題の解決に向け、工夫した授

業や実践を行っているが、体力テストに関しては一人一人の能力に応じた目標を設定し

て取り組ませるとともに、家庭との連携を図りながら学校外でも運動・スポーツに取り

組む子どもたちを育成してくとの報告が、学校教育課長からなされた。 

[質問]立ち幅跳び結果を見ると昨年及び県を下回っている学年が多いですが、理由はあ

るのでしょうか。 

[回答]予想のお答えなりますが、種目におけるコツを指導できていないということが考

えられると思います。 

[質問]指導者側の研修会といったものは行われているのでしょうか。 

[回答]各校の校内研修で取り上げていますし、体力向上に関する発表も市内で行ってお

ります。 

 

 

 

況 

 

 

報告２ 

第７８回「蕨市成年式」の実施結果

について 

 

第 78 回蕨市成年式は、1 月 8 日(祝・月)に蕨市民会館で実施をした。該当者 660 名

のうち 395 名が出席し、出席率は 59.8％であった。ここ数年は新型コロナウイルスの

影響で式典の内容や来賓の招待など、一部制約を設けて行っていたが、今回は従来に戻

して開催することができた。また、式典後に行っていた催しに関しても従来どおり実施

することができたとの報告が、生涯学習スポーツ課長からなされた。 

 

 

 

  以上報告の後、直ちに議事に入る。 
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議案第１号 

蕨市教育委員会が後援等を行う事業

について 

別紙のとおり、蕨市教育委員会へ後援等の申請があったため、審議をお願いしたいと

の説明が、生涯学習スポーツ課長からなされ、質疑応答のあと原案どおり異議なく可決

された。 

[質問]第 49 回三市青少年の船研修会について、海洋思想の普及が事業の出発点という

ことですが、どういった団体の方が行っているのでしょうか。 

[回答]海洋思想の普及は、海の無い埼玉県の子どもたちに海の体験してもらうもので、

戸田ボートレース企業団からの助成金により運営されており、各市とも、ボーイ

スカウト、ガールスカウト、子ども会といった団体で構成している青少年団体連

絡協議会の会員・団員の方を対象に行っています。また、指導もこうした団体の

高校生や大学生といった方々にお願いし実施しています。 

 

  


